
 

付属資料 3 講演 1（Judie Kay 氏）（テープ起こし） 

 

（司会） それでは、時間ですので講演 1 に入ります。講演はコーディネーターをそれぞ

れ設定しています。講演 1 に関しては、NPO 法人 WIL 代表理事、WACE 常任理事をなさって

いる宮川敬子様にバトンタッチしたいと思います。 

 

講演 1「北米のコーオプ教育と豪州・職業統合的学習」 

Judie Kay（豪 Victoria 大学 学習・キャリア開発部門 所長） 

コーディネーター 宮川 敬子（NPO 法人 WIL 代表理事） 

 

（宮川） 皆さんおはようございます。私は学者ではなく一般人なので、皆さまのような

研究者ではないという立場です。何か失礼な発言があったり、適切でない言葉遣いがあっ

たりするかもしれませんが、どうぞご容赦ください。今日の私の役割は、オーストラリア

から招聘された Judie Kay さんのご紹介と、最初の基調講演のコーディネーターです。 

 それでは、Judie Kay さんについてご紹介したいと思います。配付資料に詳しく書いて

あると思いますが、Judie Kay さんは、現在オーストラリアのメルボルンにあるビクトリ

ア大学の Learning, Work and Career Development のディレクターでいらっしゃいます。6

学部5万人の学生を対象として、キャリア教育やWork Integrated Learningの統括として、

そのポリシーメイキング、ガイドライン、IT システム構築、スタッフ育成、国際インター

ンシップのエクスチェンジや学生のキャリアディベロップメントの戦略の構築、そして全

体の運営管理をなさっています。年間の予算としては約 3 億円を管理して運営していらっ

しゃいます。現在はビクトリア大学でこのような職務に就いていらっしゃいますが、その

前はオーストラリアの中でも産学連携教育の先導的な大学と言えるメルボルンのスウィン

バーン工科大学で、主に企業との戦略構築や関係構築などの分野を中心に、責任を持って

やっておられました。ご多分に漏れず、この分野で管理者に上がっていく人たちは、最初

はいろいろな学位からスタートします。必ずしも教育学からスタートする人ばかりではな

くて、いろいろな方がこの分野に入ってきています。Judie Kay さんも最初は、メルボル

ン大学の BA からスタートして、現在に至るまでいろいろな分野の勉強をしていらっしゃい

ます。例えば教育学やエデュケーショナルカウンセリング、イノベーションやアントレプ

レナーシップのディプロマを取得なさっています。現在はビクトリア大学で教育学のマス
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ターのコースに入っていらっしゃいます。2012 年にはそのディグリーをお取りになるので

はないかと思います。 

 Judie Kay さんと私の出会いは 2002 年の WACE（World Association of Cooperative 

Education）です。これは、世界各国に Work Integrated Learningの推進組織があるので

すが、そういう各国のプラクティショナー、リサーチャー、学長レベルまで含めて、学会

的な活動をしているところです。その WACE のロッテルダムでのカンファレンスに私が参加

者として行っておりまして、そこで初めて会いました。10 年ぐらい前です。お互いにもっ

と若かったのですが、それ以来ずっと親交を深めています。そこに行くと 1 週間ぐらいは

みんなと交流するので、そこで楽しい時を過ごし、またいろいろな国でどうなっているか

という話をしていました。 

 今回、文部科学省の事業の一環としてのシンポジウムにお呼びする人は、オーストラリ

アからだったら誰がいいだろうかというご相談がありました。もちろん大学の学長さんな

どもいろいろいらっしゃいますし、リサーチャーもいらっしゃいますが、私は今日のテー

マとして、日本の中でインターンシップから Work Integrated Learning を発展させていこ

うと考えた場合、現場で責任を持って実行している人、そしてリーダーシップがあり、行

動力があり、しかも人間力があり、外側にあるいろいろな情報を入れて、どんどん自分も

進化している。そして、その力を大学の中で発揮している人。さらに、各国の人たちとの

ネットワークをどんどん広げている人として、ぜひ皆さまに Judie Kay さんとのネットワ

ークづくりをしていただきたいということもあって、来ていただきました。 

 現在、Judie Kay さんは、オーストラリアの Work Integrated Learning の推進組織であ

る ACEN（Australian Collaborative Education Network）の会長をなさっています。また、

その設立にも関与されています。紹介が少し長くなりましたが、早速 Judie Kay さんに今

日の講演を始めていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

（Kay） 素晴らしいご紹介をいただきましてありがとうございます。吉本先生にお招きい

ただき、本当にうれしく思っています。日本に来たのは今回が初めてだからこそ、ここに

来てうれしく思います。また、ACEN、それからオーストラリアの WIL（産学連携教育）を

代表してお話しできることを大変うれしく思います。日本というと、大地震、津波が起こ

って 1 年が経過しました。この悲劇に私たちは大きな関心を寄せておりました。いかに大

きな悲劇が日本で起こったのかということに対して私たちはそれを理解し、できる限りの
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ことをしたいと思っています。 

 

#2 

 こちらが私の話のアウトラインです。このような話をしたいと思っています。最初に、

オーストラリアの状況から産学連携教育を眺めてみます。また、オーストラリアで WIL に

対して課題があるとするならば、それは何なのか。それから、オーストラリアとほかの国

の WIL の比較をしたいと思います。特に、北米との比較をしたいと思っています。もちろ

ん私の観点も踏まえながらお話をしたいと思います。 

 また、近年の調査結果についてもお話しします。Janice Orrell 先生が行った調査で、

その中には成功の秘訣が何かということが同定されています。そして、オーストラリアの

メルボルンにある私の大学であるビクトリア大学が、いかにうまくやってきたか例を挙げ

ながらお話しして、最後にまとめたいと思います。その後、ぜひたくさんの質問をいただ

いて、それに喜んでお答えしたいと思います。 

 

#3 

 オーストラリアはこのようなところです。さて、オーストラリアのコンテクストですが、

オーストラリアの経済は非常に強力です。そして、われわれは非常にラッキーだと思って

います。これは鉱山の産業とかかわっており、現在もマイニングインダストリーがブーム

です。それから、いろいろな能力のある人についての競合が分野によって非常に激しくな

っています。そして、雇用主は強い専門的能力を持った卒業生を求めています。また、産

学連携教育は広がっています。つまり、産業に関連したプログラムを大学で行い、それに

よって卒業生がエンプロイヤビリティのスキルを身に付けることができるようにと考えら

れています。 

 

#4 

 ということで、オーストラリアでは Work Integrated Learning が行われていますが、

Patrick やそのほかの仲間がレポートを実施しています。これがナショナルスコーピング

スタディと呼ばれるもので、つまり産学連携教育というのは包括的用語で、理論と実践を

統合する戦略やアプローチであり、その中で意図的にカリキュラムを設計するというもの

です。スコーピングレポートによると、WIL にはさまざまなものがあます。有償、無償、
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単位取得できるかできないか、そして必須か選択かに分かれています。 

 

#5 

 次に、WIL についての定義です。これは一つではなく、いろいろな定義があります。こ

こでどのような用語がよく使われているかをご紹介します。実習科目、専門的実践、コー

オプ教育、プロジェクトベースドラーニング、また業界ベースラーニング、インターンシ

ップ、フィールドワークなどですが、ほかにもさまざまな言葉があります。この写真はビ

クトリア大学の看護学部などの学生（パラメディカル）が、アフリカでインターンシップ

を行っているところです。 

 

#6 

 私が、オーストラリアで WIL が何かということでまとめたものです。この WIL（Work 

Integrated Learning）はオーストラリアで非常に大きく成長しています。そして、吉本先

生がおっしゃいましたが、従来の領域である工学、看護学といったものからさまざまな領

域に広がっています。また、手法もいろいろ異なっており、それぞれの大学が異なったア

プローチをとっています。そして、カリキュラムに統合するということがわれわれオース

トラリアにとって非常に重要なことです。また、ガイドラインにはきっちりとしたルール

がなければいけません。つまり、何がどのようなものに対して資金提供するかというもの

です。学習に関しては、ただ単に卒業するだけではなく、このコースで学ぶことにきっち

りと専念していただきます。すべての大学ではありませんが、ほとんどの大学が戦略的な

ミッションを持っており、私の大学もその一つです。それからピークアソシエーションと

呼ばれる頂上団体、雇用団体もまた WIL に対して非常に大きな関心を持つようになってい

ます。しかし、WIL はいろいろな課題に直面しています。これに関しては後ほどお話しし

ます。 

 

#7 

 これから 4～5 枚ほどスライドをお見せしながら、課題についてお話をしたいと思います。

日本でもそうかもしれませんが、最初は価値のある、質の高い経験を提供しなければなり

ません。有用性がなければいけないし、質が高くなければいけないし、また、WIL を実践

する際、学生に対して準備を提供しなければいけません。それが課題です。オーストラリ
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アでは、クリエーティブ・アプローチがとられています。これによってチャンスを増やし

ていきます。つまり、シミュレーションした経験を提供します。また、キャンパスに基づ

いたもの（キャンパスベース）やバーチャル環境といったものでチャンスを増やしていか

なければならないと思っています。 

 また、主催組織で監督をしていただくレベルも高くなければなりません。それから学生

が準備できるように戦略を向上させる必要があります。場合によってはわれわれの大学も

そうですが、フリンダース大学はオンラインモジュールを持っています。そうすることで

大学が学生に準備を提供するのです。それから非常に大きなチャレンジは何かというと、

実習というものに対して、信頼できて、関連していて、一貫性のあるアセスメントを行う

ことです。それから、リスクアセスメントやリスク管理にもきちんとフォーカスを当てな

がらやらなければいけないと思います。アフリカにいる学生には本当にたくさんのリスク

があります。そのリスクをどのように管理するかということも考えなければなりません。 

 

#8 

 もう一つのチャレンジは、公平性とアクセスです。われわれはすべての学生にこうした

学習の場を提供しており、すべての学生が WIL に参加しています。ですから、WIL に対す

るアクセスを保証することは非常に大事ですが、ある範囲の学生グループにはアクセスの

不平等があります。オーストラリアには海外からの留学生がたくさんいらっしゃるし、障

がいのある学生、あるいは社会経済的に事情のある学生、家族に対する責任のある成人の

学生など、いろいろとバックグラウンドの違う学生がいて、アクセスしにくいという状況

もあります。ですから、平等とアクセスをすべての学生に提供することが課題です。 

 また、国のエンゲージメントサーベイが行われましたが、WIL は非常に重要な戦略であ

って、すべての学生のグループのスキルを向上させると評価しています。これは非常に重

要だと思います。それから、WIL に参加する際には経済的なものがあります。例えばいろ

いろな実習をしなければなりません。看護であれば、メルボルンではなくメルボルンから

離れた地域に行って実習をしなければなりません。従って、宿を借りて実習をしなければ

なりません。また、アルバイトがあれば、それを辞めて実習に参加しなければなりません。

このような経済的な側面について、私たちは解決しきっていません。 

 WIL に対して十分に準備をさせていかなければなりません。財政的な問題は一番大きな

もので、なかなか完全に解決しきっていませんが、政府は政策を変えました。高等教育（大
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学）に進学する学生を増やそうという政策です。ですから、このように高等教育（大学）

に進学する学生が増えれば、WIL に参加する学生も増えます。そこで、この増えた学生数

にどのように対応していくかが大きなチャレンジとなっています。 

 

#9 

 次のチャレンジは、すべての主なステークホルダーの期待に添うようにすること、期待

を管理することです。ご存じのように、いろいろなステークホルダーと非常に複雑な関係

を持っています。ですから、WIL はこのような関係を管理していかなければなりません。

そして、非常に多岐にわたる期待やモチベーションを管理していかなければならないとい

うことです。効果的で質の高い WIL を提供するには、意味がある経験、モニタリング、導

入、反省が必要です。また、私たちは現在メカニズムを開発中で、大学と企業、業界との

対話を強化しようとしています。また、専門機関、雇用主、研究機関、高等教育機関など

のいろいろな部門から、プレイスメントの数が少ないという懸念が出ています。ある学部、

学問ではあまりにもプレイスメントの数が少ないということです。 

 また、幾つかの機関ベースによる専門的な開発を WIL のスタッフに対しても提供してい

かなければなりません。つまり、WIL のスタッフの専門的な育成が必要です。また、国の

プロジェクトとして、WIL のためにリーダーシップフレームワークを作ろうというものが

あります。私はそのプロジェクトに二つかかわっています。リーダーシップフレームワー

クがその一つです。高等教育のリーダーが WIL をリードするための資質を向上させようと

いうものです。 

 

#10 

 別の課題としては、コミュニケーションと調整（coordination）を向上させます。大学

とコミュニティ、そして業界間とのコミュニティの向上です。二つの大学が一つの同じ企

業に行ってしまうなど、情報や調整が足りないことが多々あります。やはりこうした場で

も調整が必要です。大学の中には、リレーションシップ・マネジメントシステムを提供し

ているところもあります。大学によってはスモールユニットを開発し、このようないろい

ろな関係をコーディネートする調整機能を持たせています。 

 それから、先ほど申し上げたナショナル WIL ポータルは、産業と大学とのいろいろなコ

ミュニケーションを密接にするような活動を促進するために設立されました。オーストラ
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を持っています。ですから、WIL はこのような関係を管理していかなければなりません。

そして、非常に多岐にわたる期待やモチベーションを管理していかなければならないとい

うことです。効果的で質の高い WIL を提供するには、意味がある経験、モニタリング、導

入、反省が必要です。また、私たちは現在メカニズムを開発中で、大学と企業、業界との

対話を強化しようとしています。また、専門機関、雇用主、研究機関、高等教育機関など

のいろいろな部門から、プレイスメントの数が少ないという懸念が出ています。ある学部、

学問ではあまりにもプレイスメントの数が少ないということです。 

 また、幾つかの機関ベースによる専門的な開発を WIL のスタッフに対しても提供してい

かなければなりません。つまり、WIL のスタッフの専門的な育成が必要です。また、国の

プロジェクトとして、WIL のためにリーダーシップフレームワークを作ろうというものが

あります。私はそのプロジェクトに二つかかわっています。リーダーシップフレームワー

クがその一つです。高等教育のリーダーが WIL をリードするための資質を向上させようと

いうものです。 

 

#10 

 別の課題としては、コミュニケーションと調整（coordination）を向上させます。大学

とコミュニティ、そして業界間とのコミュニティの向上です。二つの大学が一つの同じ企

業に行ってしまうなど、情報や調整が足りないことが多々あります。やはりこうした場で

も調整が必要です。大学の中には、リレーションシップ・マネジメントシステムを提供し

ているところもあります。大学によってはスモールユニットを開発し、このようないろい

ろな関係をコーディネートする調整機能を持たせています。 

 それから、先ほど申し上げたナショナル WIL ポータルは、産業と大学とのいろいろなコ

ミュニケーションを密接にするような活動を促進するために設立されました。オーストラ

 

リアの 34の大学が一つのポータルに加わっており、これが 2011年 5月に設立されました。 

 

#11 

 最後は大きな課題です。これは資源をどのように配分していくかということです。WIL

では非常に複雑な運営上、学術的な要件が必要となってきます。これは最近の政府のレポ

ートでもはっきりとしてきました。「ベースファンディングレポート」という報告書ですが、

連邦政府は、WIL は実践するには非常に資源集約的で、高等機関だけが単独でやるにはあ

まりにも資金が足りないと報告書で述べています。つまり、この報告書の要点は、WIL を

するということは、ただ単に通常の教育だけでは足りず、それに適したいろいろな機能が

必要となってきます。残念ながら、資金調達、資金源というところではまだまだあまり大

きく変わっていません。しかし、大学自体が独自に大学全体のシステム、例えば WIL に対

しての管理をする際のソフトウエアを開発するなど、独自の対策をとっています。 

 それから、この報告の中で述べられているのは、雇用主でも資源集約的だということで

す。政府に対していろいろな意見が提出されましたが、その中には今申し上げたことが書

かれていました。高等教育機関は、いろいろな教職員がワークロードモデルという、労働

量がどのぐらいなのかというモデルを作りました。大学の教職員のワークロードを測ると

いう点でこのようなモデルが必要となり、これを管理していくことになりました。 

 

#12 

 私はオーストラリアの WIL については、よく熟知しています。これが北米のモデルと比

較するとどのような結果になるのかいうと、もちろんほかの意見もあると思いますが、私

としては北米のコーオプ教育はオーストラリアに比べると、伝統的なフォームだと言える

と思います。コーオプ教育は北米では一つのモデルです。オーストラリアにはいろいろな

WIL のモデルがありますが、その一つと言えると思います。伝統的には就業の場に就く期

間と、大学で勉強をする時間が交互に持たれます。そして、有償という形の英国のモデル

がオーストラリアに近いかと思います。 

 オーストラリアでの経験から申し上げると、WIL はカリキュラムの中にもっと統合され

ていて、ほとんどが単位（credit）を修得できます。しかし、北米ではそうではありませ

ん。北米ではより強い企業の支援があり、有償のプレイスメントを支援してくれます。コ

ーオペラティブ教育に対する企業の強い協力ということです。しかし米国では、こうした
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プレイスメントがカリキュラムの中にあまり深く統合されていないと言えます。しかしオ

ーストラリアでは、無償のインターンシップは法律上、なかなか難しいのです。Fair Work 

Australia という法律があるのですが、この法律では企業における無償の仕事を許可して

いません。もちろんボランティアは法律上も可能ですが、実際に企業で働くということに

おいては、無償の労働は許可されていません。 

 

#13 

 このプレイスメント（WIL）はカリキュラムの中に含まれているので、学際的なクレディ

ビリティがオーストラリアではきちんと保証されていると言えます。北米における多くの

大学、例えばシンシナティ大学のような大手の大学では、コーオプ教育のプログラムはセ

ントラルユニットによって運営されています。もちろんすべてではありませんが、多くが

そうです。一方、オーストラリアではいろいろなファカルティ（学部、部門）によって運

営されています。 

 私見ですが、オーストラリアの WIL は大学の戦略的なミッションに非常に密接に連携し

ていると言えます。私たちは WIL をすべての学生に対して提供しています。その結果、多

くの学生が関与しています。北米では、サービスラーニングに対する非常に強い伝統があ

ります。これは学部、部門レベルで管理されていると思います。そして、学生の学習に結

び付いています。しかし、サービスラーニングやコミュニティベースのラーニングは、現

在オーストラリアでもより大きな広がりを見せつつあります。 

 

#14 

 最近、Australian Learning and Teaching Council という評議会が Janice Orrell 教授

に委託されました。グッド・プラクティス・レポートが発行されましたが、これは良い事

例を集めてほしいというものです。このレポートには、28 の研究プロジェクトの結果が網

羅されており、非常に興味深いものとなっています。どのような要素が WIL のプログラム

の成功の要因となるのかということについて書かれています。 

 最初に、高等教育機関のレベルでの話をしています。WIL を成功させるには、明確に表

現された、共通のビジョンを持たなければなりません。それは、どのような機関のシステ

ムやインフラストラクチャーが WIL を認識しているのか、どのような資源が求められてい

るか、そして大学と職場がお互いに補完し合いながら学習を支援していくことをはっきり
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に委託されました。グッド・プラクティス・レポートが発行されましたが、これは良い事

例を集めてほしいというものです。このレポートには、28 の研究プロジェクトの結果が網

羅されており、非常に興味深いものとなっています。どのような要素が WIL のプログラム

の成功の要因となるのかということについて書かれています。 

 最初に、高等教育機関のレベルでの話をしています。WIL を成功させるには、明確に表

現された、共通のビジョンを持たなければなりません。それは、どのような機関のシステ

ムやインフラストラクチャーが WIL を認識しているのか、どのような資源が求められてい

るか、そして大学と職場がお互いに補完し合いながら学習を支援していくことをはっきり

 

と認識しなければならないということです。また、現在の教育機関が行えるサービスを十

分に利用する、つまりキャリアサービスなどを WIL のプロセスの中に統合していくという

ことです。 

 

#15 

 また、教育というレベルには適切な導入が必要で、学生に十分な準備をさせなければな

りません。実際に実習に行かせる前には、こうした導入と準備が必要です。それから、組

織だった、批評的に内政的で自己、あるいはピアラーニングのプロセスを WIL の経験の中

に提供しなければならないということです。また、リスクのエレメントがあるということ

をしっかりと認識することと、いろいろと開発し、試行錯誤し、技術ベースのツールをア

ップスケールできるようなことに投資していくということです。それによって、WIL の経

験がより補完的に提供できます。 

 

#16 

 それから、パートナーシップ（連携）は非常に重要です。ご存じのように、WIL のプロ

グラムでもパートナーシップが非常に重要となってきます。現場の監督は、学生がこれま

で大学で何を学んできたかということを熟知しなければなりません。また、WIL に関する

コミュニケーションやイノベーション、ディベロップメントという点にすべてのステーク

ホルダーが関与していかなければなりません。そして、提供される職場での監督者、ある

いは大学での監督者に対して、十分な育成を行わなければなりません。つまり、リーダー

シップの能力の育成機会を提供しなければならないということです。また、非常に成熟し

た強固な関係を、大学とそうしたプレイスメントの提供者との間で、相互利益に基づいて

培っていかなければならないということです。 

 

#17 

 また、グッド・プラクティスの基本は、学生は十分に準備をしてその職場での要求を満

たし、十分な資源が利用できなければならないということです。それから、学生に対して

安全性や効果的な学習経験を担保しなければなりません。すべての学生が同等のアクセス

を得なければなりません。例えば先住民の学生も適切な支援が受けられなければならない

し、身体に障がいのある学生に対しても、WIL プログラムを自分のコースの中で受けるこ
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とができるように、アクセスをもたらさなければなりません。 

 

#18 

 海外からの学生に対しては、オーストラリアの社会的、文化的な職場環境に対しての理

解を深めるための支援を行わなければなりません。それから、WIL プログラムは専門的な

レジストレーション、そして認証評定機関のリクワイアメントを満たさなければならない

ということです。こうした WIL は理論と実践の学習を統合させる重要な手段とならなけれ

ばならず、モニターし、評価し、そして WIL のプログラムのアレンジメントのいろいろな

効果を査定するようないろいろな資源を駆使し、エビデンスを収集しなければならないと

いうことです。 

 

#19 

 次に、私のビクトリア大学のオーバービューを申し上げたいと思います。これが私の大

学で、メルボルンに立地しています。私たちのビジョンはエクセレントで、いろいろなと

ころに関与し、アクセシブルで、国際的に十分に認知されたリーダーシップとしての地位

を築いています。そして学生たちが自分たちの能力を発揮し、それぞれの生活をいい方向

に改良していくためにエンパワーメントしており、インダストリーやコミュニティに関与

してより良い世界を作り上げています。ウエストメルボルンに 10 のキャンパスがあります。

それから中国、マレーシア、インドでいろいろな活動を行っています。メルボルンだけで

はなく、オーストラリア全体で学生数を大変増やしています。西部はあまり恵まれていな

い地域です。ビクトリア大学の学生たちは文化の多様性をもたらしています。吉本先生も

同意されると思います。5 万人の学生がいます。 

 

#20 

 このチャートは文化の多様性を示しています。学生とスタッフの間に 90 もの国籍が見ら

れます。ビクトリア大学は国連とも呼ばれると思います。たくさんの国籍の人がいます。 

 

#21 

 4 年前にビクトリア大学は、ほかの大学とは違う多様性、多角化を求めました。ビクト

リア大学の職場コミュニティにおける教育という名前で始めました。これはビクトリア大
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#21 

 4 年前にビクトリア大学は、ほかの大学とは違う多様性、多角化を求めました。ビクト

リア大学の職場コミュニティにおける教育という名前で始めました。これはビクトリア大

 

学における WIL です。この職場コミュニティにおける教育をすべての学生のために持ちま

した。多くのオーストラリアの大学は WIL を提供していますが、ビクトリア大学のアプロ

ーチは、すべての学生のため、すべてのコースを対象とします。これはコースのアセスメ

ントに基づきます。そして活動はものすごく柔軟性に富み、広範囲にわたります。プロジ

ェクトも含みますし、シミュレーションした環境や主体的な研究、現場実習もあります。

すべてのコースの最低 25％はアセスメントとして、職業コミュニティにおける教育に当て

られなければなりません。これは明確に示されています。 

 

#22 

 これはビクトリア大学から抜粋した職場コミュニティにおける教育です。ぜひこの方針

を読んでいただきたいと思います。ビクトリア大学は、実践と理論上の知識を統合させた

教育を、確実に学生に提供することに専念しています。そして、その学習活動は大変柔軟

性に富み、ニーズを満たすものです。学生は十分に準備をし、就業後はきちんとブリーフ

ィングを行います。ステークホルダーとの主体的なかかわり合いを持っており、これは相

互の利益によって強化されています。そして、アセスメントはきちんと計画され、状況を

考慮し、関連付けた豊富な体験を提供します。 

 

#23 

 目的は、現実的な状況の実践的知識を深めて、実践的な就業能力を付けさせ、就職、キ

ャリア準備へと貢献をすることです。さまざまなモデルがあります。 

 

#24 

 私どもは、職場コミュニティにおける教育に原則を持っています。これは今から開発を

していくものですが、すべては同じです。教育活動はすべての人たちに利益があり、カリ

キュラムにとって不可欠な部分であるように統合されています。アセスメントのタスクは

期待される学習効果をきちんと実行したものであり、本物ということを強調します。また、

評価クライテリアもきちんと定義されています。すべての関係者が学習活動に十分に準備

ができており、学習者は職場やコミュニティにおいてサポートを受けます。活動の質は継

続的な調査、改善を行うことで保証することが原則になっており、十分な資源を持ってい

ます。 
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#25 

 それでは、ビクトリア大学の短期的な現場実習をご紹介しましょう。いろいろなことが

経験できます。最初は短期の現場実習です。4 週間の実習で、これは短期と考えられてい

ます。Donna さんの例です。Donna さんはお母さんです。最初は、資格を持ったシェフでし

たが、食品化学に大変興味を持って分析化学の学士課程に入学しました。そこで、

Department of Primary Industries で 4 週間の現場実習を行い、ある研究を実施しました。

その研究結果がある会議のポスターで認められました。彼女はこのように言っています。

「理論と実践を結び付けることができ、私は大きな自信を持った。自分にとって大変利益

があった」と。そして、一生続けたいと思う仕事を見つけることができた、はっきりと自

分向性を見つけたと彼女は述べています。 

 

#26 

 長期的な現場実習は、賃金が支払われます。Kellie さんの例です。ビジネスの観光マネ

ジメントの学士の卒業生です。カンガルーのスーツを着ている人と一緒に写っていますが、

彼女はツーリズム・ビクトリアでオンラインマーケティングコーディネーターとして現場

実習を行いました。観光ビジネスとのネットワークづくりや知識、そして観光産業への情

熱が高まったということです。そして、彼女は現在の仕事を確保する上で、現場実習は重

要な役割を果たしていると定義していました。 

 

#27 

 たくさんのシミュレーションされた環境を持っています。5 万人の学生を抱えているの

で、実際に全部の学生を現場に送ることは不可能です。最初の例は獣医の看護師です。大

学には獣医のクリニックがあります。これはシミュレーションされた環境と呼ばれていま

す。2 番目に、デザインスタジオがキャンパスにあります。外のクライアントから仕事を

取って、実際の実習を行います。 

 

#28 

 これはコミュニティベースのプロジェクトです。毎年、連邦保健省の Roxon 大臣は、学

生のためにプロジェクトを設定しています。2011 年は新しい禁煙キャンペーンづくりとい
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う課題を提供してくれました。すべてのコースの学生が作業し、本物のクライアントに対

するように、例えば納期の時間も守るというようなきちんとした形で、本物のタスクを持

ちました。 

 

#29 

 これは産業ベースのプロジェクトです。メルボルン前市長の John So が写真に写ってい

ますが、学生がロゴのコンペに参加し、学生の作ったロゴを前市長が発表しています。 

 

#30 

 これは大変興味深いと思いますが、大規模なプロジェクトを開始しました。メルボルン

で行われるフェスティバルです。毎年、300 名ものすべての教科にわたる学生が、このプ

ロジェクトに参加します。幼児教育の学生、ある特定のイベントマネジメントの生徒はイ

ベントの準備をし、マーケティングなどを行います。また、ホスピタリティの学生も活躍

します。すべての学科にわたる 300 人の学生が、20 のイベントにかかわっています。 

 

#31 

 オーストラリアでは、WIL は理論と実践を教える促進触媒の形になっています。カリキ

ュラムに統合させることが、オーストラリアの WIL では大変重要な要素になっています。

WIL が非常に拡大しており、すべての学際にまたがって、多くの学科をカバーしています。

拡大したのは、大学の戦略的なミッションに統合しているからです。さまざまな学科に拡

大しているので、オーストラリアではさまざまな多岐にわたるモデルが見られます。研究

によると、すべての学生にとって WIL は大変豊かな関連性のある教育を提供すると述べら

れています。 

 それから、雇用主によって大変大きなサポートを受けています。しかし、大きな資源が

必要で、すべての人が関与しなければなりません。残念なことに、現在ではまだ十分な資

源が与えられているとは言えません。産業と大学教育との積極的な関与を WIL のために作

るため、メカニズムを改善することが必要だとされています。また、平等なアクセスとい

う問題も残っています。私たちの課題であるソーシャルインクルージョンのアジェンダと

ともに、アクセスと平等の問題はさらに大きくなると思われます。しかし、能力やリーダ

ーシップを構築するための国のアプローチとして、研究に対するサポートが大きくなって
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きています。 

 

#32 

 そして皆さんがオーストラリア、またビクトリア大学のケースでの情報が要る方は、こ

の後、こちらへコンタクトいただけたらと思います。ありがとうございます（拍手）。 

 

（宮川） Judie Kay さんありがとうございました。 

 

質疑応答 

 

（宮川） 今、オーストラリアにおける産学連携教育、職業統合学習の最近のトレンドや

課題、ビクトリア大学におけるプログラムの内容についてお話をいただきました。良い機

会なので、ご質問があればお受けします。今いろいろなテーマが出てきましたが、どのテ

ーマについてでも結構です。 

 

（Q1） 立命館大学の廣瀬幸弘と申します。評価システムのことについて質問があります。

アセスメント（評価）システムを作るのは非常に重要だと思います。そうしないと WIL の

効果について十分に研究をすることはできないと思います。ですから、ビクトリア大学で

の WIL についてのアセスメントシステムについてお話しいただけませんか。 

 

（Kay） 現在それぞれのコースはいろいろなことを評価しますが、それぞれの学問分野に

おいて、学生に「自分たちの経験はどうだったか」と質問します。プレイスメントやその

ほかの実施実習に加えて、今度はホスト側に WIL に参加してどのような影響があったかを

聞きます。ホスト組織に対する調査は、今年行うことになっています。WIL は学生にどの

ような影響を与えるのかという調査を全国規模で行います。30 の大学を対象として、学生

の就業の成果について評価をしようとしています。このようなお答えでよろしいでしょう

か。それとも違った答えを求めていらっしゃったのでしょうか。 

 

（Q2） プレゼンテーションをありがとうございます。私が質問したいのは、WIL のコー

スの評価基準です。 
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（Kay） それはそれぞれのコースの分野によります。それぞれのコースの中にこうした評

価方法を組み込みます。例えば、それぞれがいろいろな研究を試みてジャーナルを書く、

あるいはそれぞれの経験について学生がいろいろと報告するというようなこともあります。

もちろん、例えばただ単に試験をするなど、適切でない評価もありますが、それはこちら

としてはあまり奨励していません。もっと自分が振り返ってみて、レポートを書いたり、

プレゼンテーションを自分の経験に対して行ったりすることが評価の基準として適切では

ないかと考えています。 

 

（Q2） 例えばアセスメントをする際のウェブシステムはありますか。 

 

（Kay） いえ、ビクトリア大学では大学全体でのウェブ評価はありません。例えば学生の

ラーニングシステムの一つとして、ウェブ CT などはあります。または、それぞれ自分の e

ポートフォリオという形で行う学部もあります。 

 

（宮川） ご質問をありがとうございました。お話の中にあった評価については、学生の

学習のレベルや質についての評価もあるし、企業が提供しているプログラムの評価を学生

がするというものもあります。また、そのプログラムの評価を先生がやるという場合もあ

ります。評価というと、今度は大学の中のプログラムがどのように効果的に大学のストラ

テジーを実行しているか、成果を上げているかというようなものもあります。Work 

Integrated Learning を大学が実行していく上で、いろいろな角度の評価項目はたくさん

あります。それぞれについて、いろいろな方法と項目があるということだというように今

のご説明を理解しました。それでは、別のご質問をどうぞ。 

 

（Q3） 文教大学の那須幸雄と申します。ボランティアと WIL、インターンシップの間に

は、はっきりとした境界がありますか。ビクトリア大学で何か線引きがあるのかどうか教

えてください。 

 

（Kay） ボランティア活動というのは助けるというのでしょうか。子どもや少し大変な状

態の人を助けたり、食料を提供したり、ほかにも活動があります。東日本は 2011 年に震災
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に遭い、津波が起こりました。 

 

（Q3） とにかく線引きがあるのかという質問です。 

 

（Kay） コミュニティで仕事をするのは、実習をするのではないということですね。 

 

（宮川） インターンシップをどのように・・・。 

 

（Q3） あるいは WIL との間の違いを設定していらっしゃるかということです。 

 

（宮川） 違いというのは、大学としてどのようにそれを認定、認識するかという違いで

しょうか。学生のボランティアワークと学校がいうインターンシップを大学としてはどの

ように認識するかという質問です。 

 

（Kay） インターンシップというと、主に利益団体です。この言い方は少し複雑ですね。

大学で何か自発的にチャリティなどをやってもらいたいと思いますが、やることに対して

単位を取る必要もあります。ですから、WIL、Learning in the Workplace and Community、

コミュニティで働くことから学生がメリットを得てほしいのです。また、例えば働く相手

である関係会社にもメリットを受けてほしいのです。はっきりとした線引きはありません

が、どちらかというと連続体のようなものだと思います。つながっています。これで質問

のお答えになりましたか。 

 

（Q3） ありがとうございました。 

 

（Q4） 興味深い話をありがとうございました。福岡女子短大の佐藤です。インターンシ

ップに関して非常に難しいのは、学生とホストとのマッチングではないかと思っています。

要するに、学生の希望と職場体験をするホスト側との要望は必ずしも一致していない部分

もあるし、学生の希望をそのまま聞くとホスト側に迷惑を掛ける場合もあります。実際に

運営をする上で、その辺が難しい問題ではないかと思っています。WIL の中では実際どの

ようなマッチングのシステムを採用されているのでしょうか。その点を具体的にお話しい
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ただければと思います。 

 

（Kay） 非常に素晴らしいポイントをご指摘いただいたと思います。学生とホスト側のマ

ッチングが必ずうまくいくわけではありません。両方ともが十分に準備をしなければなり

ません。つまり、学生が最初に理解しなければならないことは、自分たちの経験が特定の

ものでなく幅広いものであるということ、そしてホストオーガニゼーションが何を求めて

いるかということです。ですから、学生はこうしたことを合意しなければならないと思い

ます。ホストオーガニゼーションと学生が何を学習するかということを共有しなければな

らないと思います。 

 もちろんプレゼンテーションでも申しましたが、例えば学生に対して来週プレイスメン

トするのであれば、いろいろな違う環境があるかもしれません。最も一般的なスキルが必

要かもしれないとしても、今すべてができるかというと、すぐにはできないと思います。

ですから、いろいろな準備期間が学生にもホスト機関にも必要です。ですから、常に継続

的に学生とホストオーガニゼーションに対して連絡を取り合いながら、何か問題があれば

すぐに解決します。もし解決できなければ、この組織は、次回は WIL に参加しないという

ことなので、相互の利益になるような形でやっていかなければならないと思います。今の

お答えでよろしいでしょうか。コミュニケーションと準備、そして耳を傾け、理解すると

いうことが双方の必要としていることです。やはり双方が合意をしなければならないと思

います。ありがとうございました。 

 

（Q4） それはとても分かるのですが、実際にスタートする段階での、学生側とホスト側

とのマッチングシステムのようなものは何かあるか。 

 

（宮川） マッチングシステムというのは、機能でしょうか。どのような方法でやってい

るかということでしょうか。例えば企業情報をどのように学生に渡し、学生の希望を学校

がどのように集めて、それをどうやって調整するかという方法のことですか。 

 

（Q4） 方法論です。 

 

（Kay） 分かりました。オーストラリアでは大学によって違うと思います。例えば会社が
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どのような機会があるかということをリストとして出します。そして、これを学生に見せ

て、自分が何をしたいかを決めてもらいます。これは電子的にやることもあるし、プレー

スメントオフィスがやることもあります。そして、そうした理解を深めます。時間がたつ

と、この企業が求めているのはこれなのだということを理解できます。そうすると、何年

も経て、学生とホスト組織との間でマッチングを行うことができるようになります。また、

大学によってはジョブボードというものがあって、それぞれの会社がいろいろな書式を記

入します。有償なのか、無償なのか、このぐらいの期間でこのような仕事をする、この会

社はこのようなものだということを書きます。学生はそれを見て、関心があるかないかを

決めます。大学がマッチングすることもあります。Judie はこれができるので会社をマッ

チングするということです。大学ごとにいろいろなそれぞれ異なるプロセスがあります。

私の大学でも、いろいろな学部やその分野でやり方が違います。 

 

（宮川） 今までも学生と企業とのマッチングの問題はありますよね。例えば有名企業の

面白そうな仕事には学生がたくさん応募してしまいます。例えば 4～5 人しかポジションが

ないというと、全国から応募してきたらそこに行けない学生もいます。今度は反対に、中

小企業で名前も知られていないような企業だと、面白い経験かもしれないが学生は行きた

くないというようなことがよく出てきます。そういう問題が起こってくることを前提にし

て、マッチングの問題を今、課題と考えていらっしゃるのだと思います。オーストラリア

では学生が自由に応募して、学生がそのポジションを得ることはコンペティティブな状態

なのか、それともある程度学校が調整するとか・・・。 

 

（Kay） それはケース・バイ・ケースだと思います。例えば会計会社は非常にコンペティ

ティブな形で学生を選びます。また、看護学部の学生であれば、大学が学生に対してオー

ストラリア以外の病院に行けと決めることもあります。例えばパースになければ、東海岸

に行かなければならないというようなことがあります。もちろんプライスウォーターや

KPMG などの大手会計会社にすべての学生が行きたいと思うでしょう。しかし、ここに行く

と、非常に大きな会社なので、非常に小さい経験しかできません。しかし、小さな会計会

社であれば、より幅広い経験ができるということがあります。 

 私たちの役割は、学生の意識をもっと広げてより大きな経験をさせることです。つまり、

最大手では小さなことしかできないけれども、もっと小さなところであればもっと広い経
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どのような機会があるかということをリストとして出します。そして、これを学生に見せ

て、自分が何をしたいかを決めてもらいます。これは電子的にやることもあるし、プレー
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私の大学でも、いろいろな学部やその分野でやり方が違います。 
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なのか、それともある程度学校が調整するとか・・・。 

 

（Kay） それはケース・バイ・ケースだと思います。例えば会計会社は非常にコンペティ

ティブな形で学生を選びます。また、看護学部の学生であれば、大学が学生に対してオー

ストラリア以外の病院に行けと決めることもあります。例えばパースになければ、東海岸

に行かなければならないというようなことがあります。もちろんプライスウォーターや

KPMG などの大手会計会社にすべての学生が行きたいと思うでしょう。しかし、ここに行く

と、非常に大きな会社なので、非常に小さい経験しかできません。しかし、小さな会計会

社であれば、より幅広い経験ができるということがあります。 

 私たちの役割は、学生の意識をもっと広げてより大きな経験をさせることです。つまり、

最大手では小さなことしかできないけれども、もっと小さなところであればもっと広い経

 

験ができます。その場合、これまでやったことをほかの学生に伝えていく。中年の女性が

言うよりも学生同士の方がよく話を聞くということもあります。ですから、こうした学生

同士の話も一つの方法だと思います。 

 

（宮川） 企業のマッチングに影響してくることとして、事前に学生に対してワークエク

スペリエンスや職業統合学習が何なのかというカリキュラムの意味や、何をやるのかとい

うことの説明が必要です。学校側と学生側とで認識がよく合っていないと、単にポジショ

ンをどこにするかというところでの問題が大きくなってしまいます。これは私の感想なの

ですが、学校の悩みの一つではないかと思っています。 

 残り数分なので最後の質問にしたいのですが、いかがでしょうか。お二人いらっしゃい

ますので、2 分ずつでお願いします。 

 

（Q5） 私は福井大学の坂本憲昭と申します。本当に有益な情報をありがとうございまし

た。たくさんのホスト組織やパートナー組織が WIL にかかわっていると思うのですが、大

学は実践家として、どのようにプログラムの目的をすべての関連組織に理解してもらって

いるのでしょうか。私たちは契約を使っているのですが、そういうことですか。 

 

（Kay） オーストラリアのほとんどの大学にはマーケティング資料があり、ホスト組織に

対して説明をします。プログラムの目的を説明して、かかわっていただくことになったら、

やり方は違うかもしれませんが、ハンドブックを渡してプログラムが何なのか、役割は何

なのかということを説明します。それ以上のことをしなければならないと思いますが、ホ

スト組織に対してより良いスーパーバイザーになってほしいということです。情報は十分

ではないかもしれないので、ハンドブックのような形で情報を提供し、合意書を結びます。

学生の役割、大学の役割、ホスト組織の役割について書かれた何らかの用紙に署名をしま

す。これは協約、合意で、法的拘束力があります。 

 

（Q5） すべてのホスト組織と契約を結ぶということですね。分かりました。ありがとう

ございます。 

 

（Kay） 私は契約というより合意と呼んでいますが、ほとんどの大学はそのような形をと
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っていると思います。 

 

（Q6） 今日は素晴らしいお話をありがとうございました。お聞きしたいのは、最後の結

論のところで、産業界と大学との関係構築をもっと良くすることが WIL の発展につながる

とおっしゃっていますが、現実問題としてビクトリア大学と産業界、ないしは 34 の大学と

産業界はどのような関係構築をされていますか。というのは、日本では産学連携と言いま

すが、産業界は非常に冷たいのです。メリットがあればやるけれども、メリットがないと

あまりやらないというのが日本の産業界の現状です。オーストラリアではいかがですか。 

 

（Kay） オーストラリアの調査においては、ホスト組織は WIL からいろいろなメリットを

得ています。本当にさまざまなメリットです。まず、大学生が卒業したら明らかに雇うこ

とができますが、それが 1 番ではありません。1 番は、学生のエネルギー、想像力がすご

くいいということです。ですからオーストラリアでは、業界が WIL にかかわることでメリ

ットを得るということは既に根付いた感覚です。われわれはいわゆる頂上組織とかかわり

ます。そして、それに対してぜひサポート、提唱していただきたいのです。このようなこ

とを ACEN でやっています。また、オーストラリアの商工会議所、業界グループがすべて

WIL を提唱、唱導しているという状態です。 

 調査において、ベネフィット、メリットはちゃんと示されています。ですから、このよ

うなベネフィットがあるのだということをコミュニティや業界など、組織に対してどんど

ん知らせなければならないと思います。そして、ホスト組織が私たちとより働きやすくす

る必要があります。大学というのは非常に複雑なところで、一緒に働こうと思ったら少し

難しい存在だと思います。数千万の異なった部門があって、本当に複雑です。ですから、

簡単な存在にならなければいけません。先ほどの質問にありましたが、われわれがやって

いることは一体何なのかをはっきりさせなければいけません。何が期待されているのか、

学生に対してどのような準備活動をしているのか、学生が理解してきちんとした行動をと

るのかということすべてをはっきりさせなければいけません。それは難しいことなのです

が。これで質問のお答えになったでしょうか。はい、良かったです。 

 

（宮川） ありがとうございました。今日はプレゼンテーションでオーストラリアの状況

とビクトリア大学の状況をお聞きしましたが、Q&A のところで日本側はそれぞれ課題、問
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WIL を提唱、唱導しているという状態です。 

 調査において、ベネフィット、メリットはちゃんと示されています。ですから、このよ

うなベネフィットがあるのだということをコミュニティや業界など、組織に対してどんど

ん知らせなければならないと思います。そして、ホスト組織が私たちとより働きやすくす

る必要があります。大学というのは非常に複雑なところで、一緒に働こうと思ったら少し

難しい存在だと思います。数千万の異なった部門があって、本当に複雑です。ですから、

簡単な存在にならなければいけません。先ほどの質問にありましたが、われわれがやって

いることは一体何なのかをはっきりさせなければいけません。何が期待されているのか、

学生に対してどのような準備活動をしているのか、学生が理解してきちんとした行動をと

るのかということすべてをはっきりさせなければいけません。それは難しいことなのです

が。これで質問のお答えになったでしょうか。はい、良かったです。 

 

（宮川） ありがとうございました。今日はプレゼンテーションでオーストラリアの状況

とビクトリア大学の状況をお聞きしましたが、Q&A のところで日本側はそれぞれ課題、問

 

題を持っていらっしゃって、オペレーションする上でいろいろな悩みがあります。それを

ぶつけることによって、今度は Judie さんからもう少し深い情報というか、実際にどうや

ったら自分の学校でそれを使えるかというような情報が出てくるのです。講演は終わりま

したが、この後にレセプションも用意されていますので、ぜひ直接悩みをぶつけて、次の

もっと有効な情報を聞き出していただきたいと思います。Judie さん本当にありがとうご

ざいました。皆さま盛大な拍手をお願いします（拍手）。 

 

（Kay） ありがとうございました。最後に、私たちがオーストラリアでやっていることに

ご関心があれば、ポストカードがありますが、今年の年末にメルボルンで ACEN の会議があ

りますので、ぜひご参加ください。もし会議に来られないのであれば、私にご連絡くださ

い。E メールアドレスがありますし、ACEN の Web サイトもありますので、そちらでも情報

を得ることができます。そして私にお手伝いできることがあれば、何なりとお申し付けい

ただければと思います。ご招待いただきありがとうございました。 

 

（司会） どうもありがとうございました。皆さま、コーディネーターの宮川様にもいま

一度拍手をお願いします（拍手）。 

 

－ 195－



13
/0

9/
20

12 1

W
or

k 
In

te
gr

at
ed

 L
ea

rn
in

g 
an

d 
C

o-
op

er
at

iv
e 

Ed
uc

at
io

n 
fr

om
 a

n 
In

te
rn

at
io

na
l 

Pe
rs

pe
ct

iv
e 

Ju
di

e 
K

ay
 

D
ire

ct
or

: L
ea

rn
in

g,
 W

or
k

an
d 

C
ar

ee
r 

D
ev

el
op

m
en

t, 
Vi

ct
or

ia
 U

ni
ve

rs
ity

 

N
at

io
na

l D
ire

ct
or

: A
us

tr
al

ia
n 

C
ol

la
bo

ra
tiv

e 
Ed

uc
at

io
n 

N
et

w
or

k 
(A

C
EN

 )

Pr
es

en
ta

tio
n 

O
ve

rv
ie

w
  

•
Au

st
ra

lia
n 

C
on

te
xt

 
•

W
or

k 
–

In
te

gr
at

ed
 L

ea
rn

in
g 

O
ve

rv
ie

w
 

•
Ke

y 
ch

al
le

ng
es

 fa
ci

ng
 W

IL
 in

 A
us

tra
lia

 
•

C
om

pa
ris

on
 b

et
w

ee
n 

W
IL

 in
 A

us
tra

lia
 a

nd
 o

th
er

 c
ou

nt
rie

s
•

El
em

en
ts

 fo
r a

 s
uc

ce
ss

fu
l W

IL
 p

ro
gr

am
 in

 A
us

tra
lia

•
W

IL
 a

t V
ic

to
ria

 U
ni

ve
rs

ity
•

C
on

cl
us

io
n 

A
us

tr
al

ia
n 

C
on

te
xt

 
•

A
us

tra
lia

n 
ec

on
om

y 
co

nt
in

ue
s 

to
 b

e 
st

ro
ng

 a
nd

 g
ro

w
in

g 
 .

•
C

om
pe

tit
io

n 
fo

r t
al

en
t i

s 
ex

pe
ct

ed
 to

 in
cr

ea
se

 s
ig

ni
fic

an
tly

 o
ve

r n
ex

t 3
 to

 
5 

ye
ar

s
•

E
m

pl
oy

er
s 

co
nt

in
ue

 to
 d

em
an

d 
gr

ad
ua

te
s 

w
ith

 g
en

er
ic

 s
ki

lls
 

•
E

xp
an

si
on

 o
f W

IL
 a

ct
iv

ity
 is

 a
 k

ey
 m

ec
ha

ni
sm

 to
 e

ns
ur

e 
in

du
st

ry
 

re
le

va
nt

 c
ur

ric
ul

um
 a

nd
 g

ra
du

at
es

 w
ith

 im
pr

ov
ed

 e
m

pl
oy

ab
ili

ty
 s

ki
lls

 

W
or

k-
In

te
gr

at
ed

 L
ea

rn
in

g(
 W

IL
 ) 

“W
or

k 
in

te
gr

at
ed

 le
ar

ni
ng

 a
s 

an
 u

m
br

el
la

 te
rm

 fo
r a

 ra
ng

e 
of

 a
pp

ro
ac

he
s 

an
d 

st
ra

te
gi

es
 th

at
in

te
gr

at
e 

th
eo

ry
 w

ith
 th

e 
pr

ac
tic

e 
of

 w
or

k 
w

ith
in

 a
 p

ur
po

se
fu

lly
 d

es
ig

ne
d 

cu
rr

ic
ul

um
“ 

Th
is

 re
po

rt 
in

cl
ud

ed
 a

ll 
ty

pe
s 

of
 W

IL
 :

•p
ai

d 
or

 u
np

ai
d,

•c
re

di
t b

ea
rin

g 
or

 n
ot

•c
om

pu
ls

or
y 

or
 e

le
ct

iv
e 

co
m

po
ne

nt
s 

of
 c

ou
rs

es
. 

Th
e 

W
IL

 R
ep

or
t, 

 P
at

ric
k 

et
 a

l ,
20

08
  

－ 196－



13
/0

9/
20

12 2

W
or

k-
In

te
gr

at
ed

 L
ea

rn
in

g(
 W

IL
 ) 

•
R

an
ge

 o
f t

er
m

s 
: 

•
Pr

ac
tic

um
•

Pr
of

es
si

on
al

 p
ra

ct
ic

e 
•

C
o-

op
er

at
iv

e 
ed

uc
at

io
n 

•
Pr

oj
ec

t b
as

ed
 le

ar
ni

ng
 

•
In

du
st

ry
–b

as
ed

 le
ar

ni
ng

 
•

In
te

rn
sh

ip
 

•
Fi

el
d 

w
or

k 

•
Th

er
e 

is
 n

o 
si

ng
le

 
co

ns
is

te
nt

 d
ef

in
iti

on
 

W
IL

 O
ve

rv
ie

w
  

•
S

ub
st

an
tia

l g
ro

w
th

 o
f W

IL
 in

 A
us

tra
lia

 o
ve

r r
ec

en
t y

ea
rs

 
•

S
hi

ft 
fro

m
 tr

ad
iti

on
al

 d
is

ci
pl

in
es

 to
 b

ro
ad

er
 ra

ng
e 

of
 d

is
ci

pl
in

es
  

•
W

IL
 in

 A
us

tra
lia

 is
 b

ro
ad

 w
ith

 d
iv

er
se

 a
pp

ro
ac

he
s 

an
d 

m
od

el
s 

•
In

te
gr

at
io

n 
in

to
 th

e 
cu

rri
cu

lu
m

 is
 a

 k
ey

 e
le

m
en

t o
f m

os
t W

IL
 in

 A
us

tra
lia

 
•

G
ov

er
nm

en
t f

un
di

ng
 g

ui
de

lin
es

 e
ns

ur
es

 a
 le

ve
l o

f s
up

po
rt 

an
d 

ac
ad

em
ic

 ri
go

ur
 to

 W
IL

 in
 A

us
tra

lia
 

•
S

tu
de

nt
s 

w
ho

 d
o 

W
IL

 re
po

rt 
si

gn
ifi

ca
nt

ly
 h

ig
he

r e
ng

ag
em

en
t a

nd
 

gr
ad

ua
te

 o
ut

co
m

es
 th

an
 o

th
er

 s
tu

de
nt

s
•

In
cr

ea
se

d 
fo

cu
s 

on
 in

cl
us

io
n 

of
 W

IL
 in

 s
tra

te
gi

c 
pl

an
s 

an
d 

di
re

ct
io

ns
 o

f 
un

iv
er

si
tie

s 
in

 A
us

tra
lia

 
•

A
dv

oc
ac

y 
an

d 
in

te
re

st
 in

 W
IL

 fr
om

 e
m

pl
oy

er
 a

nd
 p

ea
k 

as
so

ci
at

io
ns

 is
 

in
cr

ea
si

ng
•

R
an

ge
 o

f i
nt

er
co

nn
ec

te
d 

ch
al

le
ng

es
 fa

ci
ng

 W
IL

 in
 A

us
tra

lia
 w

er
e 

id
en

tif
ie

d 
in

 T
he

 W
IL

 R
ep

or
t 

C
ha

lle
ng

es
: E

ns
ur

in
g 

w
or

th
w

hi
le

 W
IL

 

R
an

ge
 o

f c
ha

lle
ng

es
 id

en
tif

ie
d 

in
 p

ro
vi

si
on

 o
f w

or
th

w
hi

le
 e

xp
er

ie
nc

es
  

in
cl

ud
in

g 
av

ai
la

bi
lit

y,
 q

ua
lit

y 
an

d 
st

ud
en

t p
re

pa
re

dn
es

s 
.

•
C

re
at

iv
e 

ap
pr

oa
ch

es
: s

im
ul

at
ed

, c
am

pu
s 

ba
se

d,
 v

irt
ua

l e
nv

iro
nm

en
ts

 to
  

in
cr

ea
se

 n
um

be
rs

 o
f o

pp
or

tu
ni

tie
s 

•
Fo

cu
s 

on
 e

nh
an

ci
ng

 s
up

er
vi

si
on

 in
 h

os
t o

rg
an

is
at

io
ns

 
•

E
nh

an
ce

d 
st

ra
te

gi
es

 fo
r s

tu
de

nt
 p

re
pa

ra
tio

n 
in

cl
ud

in
g 

on
lin

e 
fo

rm
at

s 
•

R
es

ea
rc

h 
re

qu
ire

d 
to

 id
en

tif
y 

au
th

en
tic

, r
el

ev
an

t a
nd

 c
on

si
st

en
t 

as
se

ss
m

en
t p

ra
ct

ic
es

•
H

ei
gh

te
ne

d 
fo

cu
s 

on
 ri

sk
 a

ss
es

sm
en

t a
nd

 ri
sk

 m
an

ag
em

en
t 

C
ha

lle
ng

es
: E

ns
ur

in
g 

eq
ui

ty
 a

nd
 a

cc
es

s

In
eq

ui
ty

 o
f a

cc
es

s 
to

 W
IL

 fo
r i

nt
er

na
tio

na
l s

tu
de

nt
s,

 s
tu

de
nt

s 
w

ith
 a

 
di

sa
bi

lit
y,

 lo
w

 s
oc

io
 e

co
no

m
ic

 b
ac

kg
ro

un
ds

 , 
in

di
ge

no
us

 s
tu

de
nt

s,
 

st
ud

en
ts

 w
ith

 fa
m

ily
 re

sp
on

si
bi

lit
ie

s 
an

d 
st

ud
en

ts
  f

ro
m

 re
gi

on
al

 a
nd

 
re

m
ot

e 
ar

ea
s

•
W

IL
 is

 a
n 

 im
po

rta
nt

 s
tra

te
gy

 fo
r n

ot
 o

nl
y 

en
ha

nc
in

g 
gr

ad
ua

te
 s

ki
lls

 b
ut

 
en

su
rin

g 
co

ho
rts

 s
uc

h 
as

 fi
rs

t i
n 

fa
m

ily
, m

at
ur

e 
ag

e 
an

d 
lo

w
er

 s
oc

io
 

ec
on

om
ic

 b
ac

kg
ro

un
ds

 a
re

 e
ng

ag
ed

 w
ith

 a
nd

 s
uc

ce
ss

fu
l i

n 
th

ei
r s

tu
di

es
 

( A
U

S
S

E
 2

00
9 

)
•

E
vi

de
nc

e 
of

 s
ig

ni
fic

an
t b

ar
rie

rs
 to

 W
IL

 fo
r s

tu
de

nt
s 

pa
rti

cu
la

rly
 fi

na
nc

ia
l 

is
su

es
 

•
E

nh
an

ce
d 

pr
ep

ar
at

io
n 

fo
r W

IL
 

•
In

cr
ea

si
ng

 u
til

is
at

io
n 

of
 o

n 
ca

m
pu

s 
op

po
rtu

ni
tie

s,
 v

irt
ua

l a
nd

 s
im

ul
at

ed
 

en
vi

ro
nm

en
ts

－ 197－



13
/0

9/
20

12 3

C
ha

lle
ng

es
: M

an
ag

in
g 

ex
pe

ct
at

io
ns

 o
f a

ll 
th

e 
ke

y 
st

ak
eh

ol
de

rs
 

W
IL

 in
vo

lv
es

 m
an

ag
in

g 
co

m
pl

ex
 re

la
tio

ns
hi

ps
 w

ith
 st

ak
eh

ol
de

rs
 w

ith
 

di
ve

rg
en

t e
xp

ec
ta

tio
ns

 a
nd

 m
ot

iv
at

io
ns

 

•
In

cr
ea

se
d 

di
sc

us
si

on
 a

nd
 a

gr
ee

m
en

t a
bo

ut
 e

le
m

en
ts

 o
f e

ffe
ct

iv
e 

 
qu

al
ity

 W
IL

 in
cl

ud
in

g 
m

ea
ni

ng
fu

l e
xp

er
ie

nc
e,

 m
on

ito
rin

g 
, s

up
er

vi
si

on
, 

in
du

ct
io

n 
, r

ef
le

ct
io

n 
•

M
ec

ha
ni

sm
s 

fo
r e

nh
an

ce
d 

di
al

og
ue

 b
et

w
ee

n 
st

ak
eh

ol
de

rs
•

S
ca

rc
ity

 o
f p

la
ce

m
en

ts
 fo

r s
om

e 
di

sc
ip

lin
es

  w
ith

 c
on

ce
rn

 fr
om

 
pr

of
es

si
on

al
 a

ss
oc

ia
tio

ns
, e

m
pl

oy
er

s 
an

d 
te

rti
ar

y 
in

st
itu

tio
ns

 
•

S
om

e 
In

st
itu

tio
na

l b
as

ed
 p

ro
fe

ss
io

na
l d

ev
el

op
m

en
t f

or
 W

IL
 s

ta
ff 

•
N

at
io

na
l P

ro
je

ct
 d

ev
el

op
in

g 
a 

le
ad

er
sh

ip
 F

ra
m

ew
or

k 
fo

r W
IL

 

C
ha

lle
ng

es
: I

m
pr

ov
in

g 
co

m
m

un
ic

at
io

n 
an

d 
co

or
di

na
tio

n
La

ck
 o

f i
nf

or
m

at
io

n,
 la

ck
 o

f  
co

-o
rd

in
at

io
n 

an
d 

th
e 

co
m

pl
ex

ity
 o

f 
co

nt
ac

tin
g 

te
rt

ia
ry

 in
st

itu
tio

ns
 b

y 
em

pl
oy

er
s 

ar
e 

al
l b

ar
rie

rs
 to

 a
 

pr
od

uc
tiv

e 
re

la
tio

ns
hi

ps

•
S

om
e 

Te
rti

ar
y 

in
st

itu
tio

ns
 a

re
 a

do
pt

in
g 

m
or

e 
so

ph
is

tic
at

ed
 re

la
tio

ns
hi

p 
m

an
ag

em
en

t a
pp

ro
ac

he
s

•
C

en
tra

l u
ni

ts
 to

 s
up

po
rt 

W
IL

  h
av

e 
be

en
 e

st
ab

lis
he

d 
in

 a
 n

um
be

r o
f 

te
rti

ar
y 

in
st

itu
tio

ns
  t

o 
en

ha
nc

e 
co

m
m

un
ic

at
io

n 
an

d 
co

or
di

na
tio

n 
•

Th
e 

N
at

io
na

l W
IL

 P
or

ta
l w

as
 la

un
ch

ed
 in

 M
ay

 2
01

1 
to

 fa
ci

lit
at

e 
en

ga
ge

m
en

t f
or

 W
IL

 

C
ha

lle
ng

es
 A

de
qu

at
el

y 
R

es
ou

rc
in

g 
W

IL
 

R
es

ou
rc

in
g 

of
 th

e 
co

m
pl

ex
 a

dm
in

is
tr

at
iv

e 
an

d 
ac

ad
em

ic
 w

or
k 

in
vo

lv
ed

 w
ith

 W
IL

 is
 in

ad
eq

ua
te

 in
 te

rt
ia

ry
 in

st
itu

tio
ns

. 

•
“D

el
iv

er
in

g 
W

IL
 is

 re
so

ur
ce

 in
te

ns
iv

e 
“ B

as
e 

Fu
nd

in
g 

R
ep

or
t t

o 
th

e 
Au

st
ra

lia
n 

G
ov

er
nm

en
t 2

01
2 

•
R

ec
og

ni
tio

n 
th

at
 W

IL
 in

vo
lv

es
 a

 h
ol

is
tic

 ra
ng

e 
of

 a
ct

iv
iti

es
 th

at
 g

o 
w

el
l 

be
yo

nd
 re

gu
la

r t
ea

ch
in

g 
•

S
ys

te
m

s 
to

 s
tre

am
lin

e 
th

e 
m

an
ag

em
en

t o
f W

IL
 a

re
 b

ei
ng

 im
pl

em
en

te
d 

•
W

IL
 is

 e
so

ur
ce

 in
te

ns
iv

e 
al

so
 fo

r e
m

pl
oy

er
s 

: l
itt

le
 re

se
ar

ch
 in

to
 th

is
 

ar
ea

 
•

E
xa

m
in

in
g 

an
d 

m
an

ag
in

g 
w

or
kl

oa
ds

 fo
r b

ot
h 

ac
ad

em
ic

 a
nd

 
ad

m
in

is
tra

tiv
e 

st
af

f 

C
om

pa
ris

on
 o

f W
IL

 M
od

el
s 

•
C

o-
op

er
at

iv
e 

ed
uc

at
io

n 
is

 th
e 

m
or

e 
tra

di
tio

na
l W

IL
 m

od
el

 in
 N

or
th

 A
m

er
ic

a 
co

m
pa

re
d 

to
 A

us
tra

lia
 w

he
re

 c
o-

op
er

at
iv

e 
ed

uc
at

io
n 

is
 o

ne
 m

od
el

 a
m

on
gs

t 
a 

ra
ng

e 
of

 d
iv

er
se

 W
IL

 m
od

el
s 

•
C

o-
op

er
at

iv
e 

ed
uc

at
io

n 
w

ith
 a

lte
rn

at
in

g 
pe

rio
ds

 o
f e

m
pl

oy
m

en
t i

s 
ra

re
 in

 
Au

st
ra

lia
 w

he
re

as
 th

e 
sa

nd
w

ic
h 

m
od

el
 fo

r p
ai

d 
W

IL
 p

la
ce

m
en

ts
 is

 m
or

e 
co

m
m

on
•

In
 A

us
tra

lia
 th

e 
W

IL
 e

xp
er

ie
nc

e 
is

 m
or

e 
lik

el
y 

to
 b

e 
in

te
gr

at
ed

 in
to

 th
e 

st
ud

en
ts

 le
ar

ni
ng

 a
nd

 b
e 

cr
ed

it 
be

ar
in

g 
th

an
 in

 N
or

th
 A

m
er

ic
a 

•
Th

er
e 

is
 a

 s
tro

ng
er

 c
or

po
ra

te
 tr

ad
iti

on
 o

f s
up

po
rti

ng
 p

ai
d 

pl
ac

em
en

ts
 b

y 
in

du
st

ry
 th

ro
ug

h 
co

-o
pe

ra
tiv

e 
ed

uc
at

io
n 

in
 N

or
th

 A
m

er
ic

a
•

U
np

ai
d 

in
te

rn
sh

ip
s 

ar
e 

co
m

m
on

 in
 th

e 
U

SA
 b

ut
 a

re
 g

en
er

al
ly

 n
ot

 in
te

gr
at

ed
 

in
to

 th
e 

st
ud

en
ts

 c
ur

ric
ul

um
 

•
U

np
ai

d 
in

te
rn

sh
ip

s,
 u

nl
es

s 
th

ey
 a

re
 u

nd
er

ta
ke

n 
in

 a
 n

ot
 fo

r p
ro

fit
 

or
ga

ni
sa

tio
ns

 a
nd

 a
re

 li
nk

ed
 to

 s
tu

de
nt

s 
st

ud
y 

pr
ob

le
m

 a
re

 p
ro

bl
em

at
ic

 
un

de
r t

he
 F

ai
r W

or
k 

Au
st

ra
lia

 le
gi

sl
at

io
n.

－ 198－



13
/0

9/
20

12 4

C
om

pa
ris

on
 o

f W
IL

 M
od

el
s 

•
W

IL
 h

as
 a

ca
de

m
ic

 c
re

di
bi

lit
y 

in
 A

us
tra

lia
 w

he
re

as
 th

is
 c

on
tin

ue
s 

to
 p

re
se

nt
 

a 
ch

al
le

ng
e 

fo
r c

o-
op

er
at

iv
e 

ed
uc

at
io

n 
pr

og
ra

m
s 

in
 N

or
th

  A
m

er
ic

a
•

M
an

y 
co

-o
pe

ra
tiv

e 
ed

uc
at

io
n 

pr
og

ra
m

s 
ar

e 
ru

n 
by

 c
en

tra
l u

ni
ts

 a
nd

 n
ot

 in
 

di
sc

ip
lin

e 
ar

ea
s 

in
 N

th
 A

m
er

ic
a 

w
he

re
as

 W
IL

 is
 m

an
ag

ed
 b

y 
di

sc
ip

lin
e 

ar
ea

s 
in

 A
us

tra
lia

 
•

W
IL

 in
 A

us
tra

lia
 is

 m
or

e 
ex

pl
ic

itl
y 

lin
ke

d 
to

 u
ni

ve
rs

iti
es

 s
tra

te
gi

c 
m

is
si

on
s 

of
te

n 
in

cl
ud

in
g 

th
e 

ai
m

 o
f p

ro
vi

di
ng

 a
ll 

st
ud

en
ts

 w
ith

 s
om

e 
fo

rm
 o

f W
IL

 
re

su
lti

ng
 in

 in
vo

lv
em

en
t o

f l
ar

ge
 n

um
be

rs
 o

f s
tu

de
nt

s
•

Th
er

e 
is

 a
 s

tro
ng

 tr
ad

iti
on

 o
f s

er
vi

ce
 le

ar
ni

ng
 in

 N
or

th
 A

m
er

ic
a 

 w
hi

ch
 is

 
m

or
e 

lik
el

y 
m

an
ag

ed
 a

t a
 fa

cu
lty

/ d
is

ci
pl

in
e 

le
ve

l a
nd

 b
e 

lin
ke

d 
to

 s
tu

de
nt

s 
le

ar
ni

ng
•

S
er

vi
ce

 le
ar

ni
ng

 o
r c

om
m

un
ity

 b
as

e 
le

ar
ni

ng
 is

 c
ur

re
nt

ly
 g

ai
ni

ng
 g

re
at

er
 

pr
om

in
en

ce
 in

 A
us

tra
lia

 

El
em

en
ts

 o
f s

uc
ce

ss
fu

l W
IL

 p
ro

gr
am

s:
 

In
st

itu
tio

na
l

•
a 

cl
ea

rly
 a

rti
cu

la
te

d,
 s

ha
re

d 
vi

si
on

 o
f W

IL
 w

ith
in

 th
e 

un
iv

er
si

ty
 in

cl
ud

in
g 

its
 

pu
rp

os
es

 a
nd

 e
xp

ec
ta

tio
ns

•
a 

re
al

is
tic

 re
co

gn
iti

on
 o

f W
IL

 in
 in

st
itu

tio
na

l s
ys

te
m

s 
an

d 
in

fra
st

ru
ct

ur
e 

to
ge

th
er

 w
ith

 th
e 

pr
ov

is
io

n 
of

 a
de

qu
at

e 
re

so
ur

ce
s

•
re

co
gn

iti
on

 o
f t

he
 d

is
tin

ct
iv

e 
an

d 
co

m
pl

em
en

ta
ry

 ro
le

s 
th

e 
un

iv
er

si
ty

 a
nd

 
w

or
kp

la
ce

 h
av

e 
in

 s
ha

pi
ng

 a
nd

 s
up

po
rti

ng
 th

e 
le

ar
ni

ng
•

en
ga

gi
ng

 a
nd

 u
til

is
in

g 
ex

is
tin

g 
in

st
itu

tio
na

lly
-p

ro
vi

de
d 

en
ab

lin
g 

se
rv

ic
es

 
su

ch
 a

s 
ca

re
er

s 
se

rv
ic

es
 in

 th
e 

W
IL

 p
ro

ce
ss

. 

G
oo

d 
Pr

ac
tic

e 
R

ep
or

t :
 W

or
k 

–
In

te
gr

at
ed

 L
ea

rn
in

g,
  P

ro
f. 

Ja
ni

ce
 O

rr
el

l 2
01

1

El
em

en
ts

 o
f s

uc
ce

ss
fu

l W
IL

 p
ro

gr
am

s:
 

Ed
uc

at
io

na
l 

•
ad

eq
ua

te
 in

du
ct

io
n 

an
d 

pr
ep

ar
at

io
n 

of
 s

tu
de

nt
s 

pr
io

r t
o 

th
ei

r p
ra

ct
ic

e-
ba

se
d 

ex
pe

rie
nc

es
•

pr
ov

id
in

g 
st

ru
ct

ur
ed

, c
rit

ic
al

ly
 re

fle
ct

iv
e,

 s
el

f a
nd

 p
ee

r l
ea

rn
in

g 
pr

oc
es

se
s 

du
rin

g 
an

d 
af

te
r W

IL
 e

xp
er

ie
nc

es
•

pr
es

en
ce

 o
f a

n 
el

em
en

t o
f r

is
k 

to
 c

on
tri

bu
te

 to
 p

ro
fo

un
d 

le
ar

ni
ng

 fo
r 

st
ud

en
ts

•
in

ve
st

in
g 

in
 th

e 
de

ve
lo

pm
en

t, 
tri

al
lin

g 
an

d 
up

-s
ca

lin
g 

of
 te

ch
no

lo
gy

-b
as

ed
 

to
ol

s 
to

 p
ro

vi
de

 a
lte

rn
at

iv
e 

or
 s

up
pl

em
en

ta
ry

 W
IL

 e
xp

er
ie

nc
es

G
oo

d 
Pr

ac
tic

e 
R

ep
or

t :
 W

or
k 

–
In

te
gr

at
ed

 L
ea

rn
in

g 
Pr

of
. J

an
ic

e 
O

rre
ll 

20
11

El
em

en
ts

 o
f s

uc
ce

ss
fu

l W
IL

 p
ro

gr
am

s:
 

Pa
rt

ne
rs

hi
ps

•
en

su
rin

g 
su

pe
rv

is
or

s 
ar

e 
fa

m
ili

ar
 w

ith
 s

tu
de

nt
s’

 p
rio

r u
ni

ve
rs

ity
 le

ar
ni

ng
 

•
id

en
tif

yi
ng

 a
nd

 in
cl

ud
in

g 
al

l s
ta

ke
ho

ld
er

s 
in

 d
ev

el
op

m
en

t, 
in

no
va

tio
n 

an
d 

co
m

m
un

ic
at

io
n 

re
ga

rd
in

g 
W

IL
 

•
in

du
ct

io
n/

pr
of

es
si

on
al

 d
ev

el
op

m
en

t f
or

 u
ni

ve
rs

ity
 a

nd
 h

os
t-o

rg
an

is
at

io
n 

su
pe

rv
is

or
s 

an
d 

de
ve

lo
pm

en
t o

f t
he

ir 
le

ad
er

sh
ip

 c
ap

ab
ilit

ie
s

•
ro

bu
st

 a
nd

 m
at

ur
e 

re
la

tio
ns

hi
ps

 w
ith

 p
la

ce
m

en
t p

ro
vi

de
rs

 (h
os

t 
or

ga
ni

sa
tio

ns
) u

nd
er

pi
nn

ed
 b

y 
a 

co
m

m
itm

en
t t

o 
m

ut
ua

l b
en

ef
it 

•
G

oo
d 

Pr
ac

tic
e 

R
ep

or
t :

 W
or

k 
–

In
te

gr
at

ed
 L

ea
rn

in
g 

Pr
of

. J
an

ic
e 

O
rr

el
l ,

 2
01

1

－ 199－




